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令和 7 年度 第 2 回社会教育委員会議 会議録 

 

開催日時 令和 7 年 6 月 24 日 火曜日 13 時 30 分から 14 時 55 分まで 

開催場所 二宮町生涯学習センターラディアン ミーティングルーム 1 

出 席 者 和田智司教育長、久保田秀実委員長、石黒賢路委員、 

市川葉子委員、伊庭しげみ委員、関口金由紀委員、三宅栄子委員 

欠 席 者 橋本由恵副委員長、稲葉通隆委員 

事 務 局 松本教育部長、山下生涯学習課長、二見生涯学習班長、 

北川スポーツ推進班長、込山図書館班長 

そ の 他 傍聴者 0 名 

 

１．開  会 

 

２．あいさつ 

 

３．議  題 

（１）生涯学習課事業報告について  

（委員長） 

  大人が楽しむおはなし会で、絵本を見ずに行うこともあると思うが、おは

なし会の方のやりがいや感想はどのようなものか。 

 

（委員） 

  好きなジャンルの話があるので、好きなものだったら長くても短くても語

りたいというのがあると思う。 

 

（委員） 

  ニュースポーツ体験会は、今後どのようなスケジュールか。 

 

（事務局） 

  あと 3 回予定しており、9 月に二宮小学校、11 月に山西小学校、2 月に一色

小学校の各体育館での開催を予定している。今回の内容は、「フラバール」「ボ

ッチャ」「ユニカール」だったが、今後の内容は話し合い次第で変わっていく

可能性もある。 
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（委員） 

  多様なスポーツの体験ができる機会なので、良いと思う。 

  ボッチャ等の物品は、どちらの持ち物なのか。 

 

（事務局） 

  県内でもスポーツ推進委員の横の繋がりがあり、例えばユニカールは二宮

町では大人用が 2 セット所有しているが子ども用がないため、大磯町から借

りている。ボッチャについては二宮町では所有していないので、中井町のス

ポーツ推進委員や百合が丘地区で所有しているものを借用している。このよ

うに上手く貸し借りしながら行っている。 

  6 月 22 日（日）には、町立体育館で行った。今後は体育館よりもお住まい

の近くで体験してもらうという趣旨で、3 小学校で行っていく。また、当日は

かなり暑かったので、来年度の開催時期については、もう少し涼しいシーズ

ンに行うか、3 小学校のみにするか等、今後スポーツ推進委員と協議していく。 

 

（委員） 

  町民の団体でも借りて体験することはできるのか。 

 

（事務局） 

 昨年度末に緑が丘地区で交流イベントがあった際に、スポーツ推進委員が呼

ばれ、地区が持っているモルックを使用したり、町民運動場で持っているスト

ラックアウトを貸し出した。 

  

（委員） 

 町で所有している備品なども今後、貸し出しできるようになると良いと思う。 

  

（委員長） 

 洋上体験研修について、昨年度は 11 名、今年度は 16 名と増えていると思う

が、他の地域が減っているということか。 

  

（事務局） 

 今年度については、他の地域で減っている。コロナ禍明けでは 10 人を超え

る応募があるが、コロナ禍前は 7，8 人と定員割れを起こしていたこともある

ので、その時の中学生の興味もあると思う。今年度は中学１年生が 6，7 人い

たので、1 年生が多く興味を持ってくれたと思う。 
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（委員長） 

 昨年度より増えたのは、好評で次の世代の子どもたちに伝わった結果なのか。 

  

（事務局） 

 参加者の中には、昨年参加した子もいる。同じ部活の子が誘い合わせて参加

していることもあるようだが、二宮町で抽選にならなかったのは、他の自治体

からの参加者が少なかったこともある。 

 他にも物価高騰の影響で、今年の参加者負担金が 5,000 円値上がりしている。

清川村は定員に達しているが、他の市町村は減ってきており、中学生に呼びか

けても人が集まらなくなってきている。洋上体験研修には、学校の先生が指導

員として参加しており、神奈川の教員の働き方改革加速化宣言も出されている

中で、人材の確保が難しくなってきている。 

  

 

（２）令和６年度 生涯学習センター運営報告について 

 

―質疑応答なし― 

 

（３）山西プール大規模改修工事について 

（委員） 

  日よけがない中でプール遊びをすることが課題。暑すぎて子どもをプール

には連れていけない状況なので、何らかの暑さ対策を講じていかないと難し

いと感じている。 

 

（事務局） 

  今回の改修の一番大きな目的は、町内で唯一稼働しているプールの長寿命

化を図ることである。それに加え、気候変動対策として、日陰を作り、水温

を下げるために水の入れ替えを行う予定である。これらの施策について、今

後 2 年間をかけて検討していく。今年度はまず、運動場で使っているテント

を設置し、日陰を確保することで休憩スペースの改善を試みる。 

  昨年は開設期間を 9 月中旬まで設け、小中学校が山西プールで水泳の授業

を行った。今年度、小学校は民間のスイミングスクールまでバスで行ってい

る。中学生は、着衣泳を山西プールで行っていく。屋外プールの場合、天候

に左右されたり熱中症警戒アラートの影響があるので、まずは小学校の授業

時間を確保するために取り組んでいる。 
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（委員） 

  改修したら、今後、水泳の授業ができるようになるのか。 

 

（事務局） 

  基本的に小学校は、今年民間のスイミングスクールに行ってみて、様々な

検討をしていこうと考えている。全部の学校が山西プールに集中すると期間

が長くなる。そうすると梅雨の時期と重なり、熱中症対策も出てくるので、

予定通りいかないことが多い。 

 

（事務局） 

  ラディアンの大規模改修も含め、公共施設再配置・町有地有効活用実施計

画では、大規模改修した時には、従来の利用料金を改定する計画を立ててい

るので、この点についても検討を進めていきたい。 

 

（委員） 

  小学生の保護者から、大磯の照ヶ崎プールは滑り台があるから人気との意

見がある。家族利用を想定するなら、例えば滑り台を付けても良いと思う。 

 

（委員長） 

  アンケートを取られるということで、様々な意見がくると思う。上手く意

見を吸い上げて、計画に生かしてもらえればと思う。 

 

 

（４）その他 

・スポーツ推進委員及び青少年指導員の選出方法の変更について 

（委員） 

  青少年指導員、スポーツ推進委員の募集があると思うが、どのようにお知

らせしていくのか。 

 

（事務局） 

  選出方法が変更され、地区からの推薦が無くなることについては、夏頃の

地区長連絡協議会で伝える。今までも地区長連絡協議会で、公募になった場

合不都合が生じるかと話し合ったが、必ずしも地区からの選出が必要でない

となったため、公募に切り換えることになった。 

 

４．閉  会 


